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1 はじめに

対話システムやチャットボットが注目されており、

多くの企業が自然言語処理や Deep learning を使用

して、チャットボットで自然な対話を実現させること

にチャレンジしている。そのような手法のひとつと

して、記憶を保持する Transformer[1]によるチャット

ボット [2]が提案されている。この手法では、7回以上

会話が続いたツイートを学習データとして用いて学習

を行い、会話を実現している。BERT (Bidirectional

Encoder Representations from Transformers)[3]を用

いた Encoderへ文章が入力されると、Transformerを

用いたReminderとDecoderを通して文脈を考慮した

返答文が出力されるように学習が行われる。しかしな

がら、この手法では話がかみ合っておらず、返答が不自

然になってしまっているという問題がある。それに対

し、この手法より前に提案された Reminderを用いな

い手法 [4]で文脈の考慮は行えていないが、一問一答の

会話は行えている。そのため、返答が不自然になって

いる要因は文脈を考慮するために追加した Reminder

に問題があるのではないかと考えられる。

そこで、本研究では文脈を考慮した対話システムに

おける Reminderの改良を提案する。従来手法 [2]の

話がかみ合っていない問題に対しては、Encoderの出

力の位置と記憶する会話を取得する位置を変更するこ

とで解決を目指す。

2 Transformer

Transformer[1]は、自然言語処理だけでだなく他の

分野でも使われている高性能なDeep learningのモデ

ルであり、図 1に示すようにEncoderとDecoderから

構成されている。再帰も畳み込みも使わず、Attention

のみを使用したモデルとなっている。文章が Encoder

に入力され、埋め込み表現に変換後、Attention層と

Position-wise Feed Forward Network層を通して照応

関係情報を獲得する。Decoderでは、訓練時は全単語

Reminder Improvements in Dialogue System considering
Context
Wataru Sato and Yuko Osana (Tokyo University of Tech-
nology, osana@stf.teu.ac.jp)

図 1: Transformerの構造

を目的言語文に同時に入力して同時に予測するが、評

価・推論時は逐次的に単語列を生成する。

Attentionとは、ある単語の意味を理解するときに

文中のどの単語に注目すればよいかを表すスコアのこ

とである。Transformerでは Self-Attentionが用いら

れており、1 文に含まれる単語群を使って計算する。

Position-wise Feed Forward Network層は各ブロック

の Attention層のあとに配置される。単語ごとに独立

しており、他単語と干渉しない 2層の全結合ニューラ

ルネットワークとなっている。ただし、重みは共有さ

れ、全時刻で同じ重みを用いて変換が行われる。この

ようにすることで、並列処理が可能となっている。

3 BERT

BERT[3]は、TransformerのEncoderを用いている

モデルであり、ラベルの付いていない文章から事前学

習をすることができる。出力層を付け加えてファイン

チューニングを行うことで、様々なタスクに対応する

ことができる。図 2に示すような構造をしており、入

力された文章を埋め込み表現に変換後、Transformer

を通して分散表現を獲得する。

BERTはMLM (Masked Language Model)とNSP
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図 2: BERTの構造

(Next Sentence Prediction)で事前学習を行う、双方

向型の教師なし言語表現モデルとなっている。

MLM は、入力の 15%を [MASK] に置き換えて元

の単語を予測するように学習を行う事前学習である。

予測する単語を [MASK] に置き換えることで予測す

る単語の後ろにある文章も使用することができ、双方

向からの学習を成立させている。このようにすること

で、文脈に依存した分散表現を獲得することができる。

NSPは、2つの文が入力されたときにそれらが連続し

た文かどうかを判定する事前学習である。50%の確率

で文 Aと文 Bが連続する文章となっており、文どう

しの関係を学習させる。

4 文脈を考慮した対話システムにおける
Reminderの改良

図 3に示すように、提案システムは Encoder、Re-

minder、Decoderから構成されている。Encoderには

BERT[3]、Reminderと Decoderにはそれぞれ Trans-

former を使用している。 Reminder は前の会話の記

憶を入力し、次の会話のために出力する層となってい

る。通常の入出力以外に、記憶を入出力する層を追加

することで、記憶の引継ぎを可能としている。

従来手法では、Reminder で Positional Encoding

を使用していなかったが、単語の位置関係をより考慮

できるようにするために追加している。また、従来手

法では、Reminder の入力は Reminder の出力から取

得していたが、Decoder の出力から取得するように変

更している。

図 3: 提案手法で用いる Reminderを改良したモデル

5 計算機実験

計算機実験を行い、直前のユーザの発話を考慮した

応答が行えることを確認した。
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